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略語は準備書函の例による。

号証 標 目 原 作成 立証趣旨

（作成者等） ． 年月日

写

乙第251号証 震源断層を特定した地震の 写 R2. 3 地震動の評価手法が，過去の

強震動予測手法（「レシピJ) 観測記録とおおむね整合する

（地震調査研究推進本部 計算結果を得ることができる

地震調査委員会） ものでなければならないこと

が強震動の専門家らの共通認

識であったこと

乙第252号証 地盤振動と強震動予測一慕 写 H28. 3. 15 震源パラメータのばらつき

本を学ぶための重要項目 （不確かさ）の考慮に当たっ

〔抜粋〕 ては，個別のパラメータを独

（日本建築学会） 立して変動させるとの評価方

法が一般的であること

乙第253号証 大飯発電所地震動評価につ 写 H26. 5. 9 本何各原子炉施設の基準備震

いて〔抜粋〕 動策定に当たって不確かさが

（関西電力） 考慮されていること

乙第254号証 原子力発電所の新続制基準 写 H26. 5. 9 

適合性に係る審査会合第1 同上

1 1回

（原子力規制委員会）

乙第255号証 高浜発電所・大飯発電所地 写 H26. 5. 16 

震動評価について（コメン 同t

ト回答）〔抜粋〕

（関西電力）
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乙第256号証 原子力発電所の新規制基準 写 H26. 5. 16 

適合性に係る審査会合第1 向上

1 3回

（原子力規制委員会）

乙第257号証 大飯発電所地震動評価につ 写 H26. 9. 5 

いて（コメント回答）〔抜 向上

粋〕 （関西電力）

乙第258号証 原子力発電所の新規制基準 －年：；.H26. 9. 5 

適合性に係る審査会合第1 同上

3 5回

（原子力規制委員会）

乙第259号証 大飯原発敷地内破砕帯調査 写 H25. I. 16 有識者会合では台場浜トレン

について チの破砕部が本件各原子炉施

（産業技術総合研究所活断 設の耐震重要施設の直下まで

層・地震研究センター重 受らないと判断していること

松紀生）

乙第260号証 大飯発電所敷地内破砕帯の 写 H25. I. 16 

調査に関する有識者会合 同上

第3匝評価会合

（朕子力規制委員会）

乙第261号証 大飯発電所敷地内破砕帯の 写 H25. 8. 19 

調査に関する有識者会合 向上

（第5回評価会合）

（原子力規制委員会）

乙第262号証 小山英之経歴 写 R2. 2. 29 小山氏経歴

（小山英之）
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